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は
じ
め
に

　本
稿
は
二
〇
一
七
年
六
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
比
較
思
想
学
会
第
四

四
回
大
会
の
パ
ネ
ル
企
画
「
情
報
化
と
比
較
思
想
」
で
の
特
別
講
演
の
要

旨
で
あ
る
。
講
演
題
目
は
、
企
画
テ
ー
マ
に
即
し
て
「
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
と
思
想
研
究
」
と
し
た
。

　周
知
の
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
は
学
問
研
究
の
国
際
的
潮
流

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
に
自
然
科
学
や
技
術
開
発
の
領
域
を
対
象
と

し
て
い
る
と
も
い
え
る
も
の
の
、
人
文
科
学
研
究
も
こ
の
流
れ
と
無
関
係

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
か
か
わ
り
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
人
文
科
学

と
く
に
思
想
研
究
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
講
演
の
目
的
と
し

た
。　こ

の
よ
う
な
問
題
意
識
に
至
っ
た
の
は
、
筆
者
自
身
が
哲
学
研
究
の
場

に
身
を
置
き
、
さ
ら
に
大
学
運
営
の
立
場
か
ら
大
学
教
育
の
在
り
方
や
自

然
科
学
研
究
の
在
り
方
と
社
会
的
要
請
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
対

応
し
、
現
在
は
国
立
国
会
図
書
館
で
国
の
知
的
成
果
の
収
集
保
存
と
活
用

の
一
端
を
担
う
役
割
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　考
察
に
当
た
っ
て
ま
ず
、
近
年
学
問
研
究
の
一
つ
の
基
盤
と
も
な
っ
て

い
る
「
科
学
技
術
基
本
法
」
と
「
科
学
技
術
基
本
計
画
」
に
言
及
す
る
。

　二
〇
〇
五
年
施
行
の
「
科
学
技
術
基
本
法
」（
平
成
一
七
年
一
一
月
一

五
日
法
律
第
一
三
〇
号
）「
第
一
章

　総
則
（
目
的
）」
第
一
条
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。（
以
下
、「
基
本
法
」。
傍
線
は
い
ず
れ
も
筆
者
。）

　「こ
の
法
律
は
、
科
学
技
術
（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
科

学
技
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
水
準
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て

我
が
国
の
経
済
社
会
の
発
展
と
国
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も

〈
特
集
２
　
情
報
化
と
比
較
思
想
　
特
別
講
演
〉

羽

　入

　佐
和
子
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ず
れ
も
人
文
科
学
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
の
基
盤
と
し
て
「
基
本
計
画
」
で
言
及
さ
れ
て
い
る
研
究
の
在
り
方
、

つ
ま
り
、
研
究
成
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し
、
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
況
を
整
え
る
必
要
性
は
人
文
科
学

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
、
比
較
思
想
を
思
想
研
究
の
一
形
態
と
位
置

づ
け
て
、
以
下
次
の
手
順
で
考
察
す
る
。

　ま
ず
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
潮
流
に
つ
い
て
国
内
外
の
動
向
を
概

観
す
る
（
一
）。
そ
の
上
で
、
研
究
の
構
造
に
注
目
し
て
、
オ
ー
プ
ン
化

と
学
問
の
特
性
と
の
関
係
を
検
討
し
（
二
）、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と

思
想
研
究
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
三
）。

一

　オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
潮
流

１
　
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
は

　オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
定
義
と
目
的
に
関
し
て
、「
基
本
法
」
に
は

次
の
よ
う
な
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（「
第
５
期
科
学
技
術
基
本

法
」
三
二
頁
）

・ 

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
と
研
究
デ
ー
タ
の

オ
ー
プ
ン
化
（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
）
を
含
む
概
念
で
あ
る
。（
①
）

・ 
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
学
界
、
産
業
界
、
市
民
等

あ
ら
ゆ
る
ユ
ー
ザ
ー
が
研
究
成
果
を
広
く
利
用
可
能
と
な
り
、
そ
の
結

果
、
研
究
者
の
所
属
機
関
、
専
門
分
野
、
国
境
を
越
え
た
新
た
な
協
働

に
よ
る
知
の
創
出
を
加
速
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

に
世
界
の
科
学
技
術
の
進
歩
と
人
類
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

　ま
た
、
二
〇
一
六
年
の
「
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」（
平
成
二
八

年
一
月
二
二
日
閣
議
決
定
。
以
下
、「
基
本
計
画
」。）「
第
１
章

　基
本
的

考
え
方
」
で
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、

企
業
に
お
い
て
、
組
織
外
の
知
識
や
技
術
を
積
極
的
に
取
り
込
む
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
呼
応
し
て
、
科
学
研
究
の
進
め
方
も
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
が
世
界

的
な
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
分
野
・
国
境
を
越
え
て
研
究
成
果
の
共

有
・
相
互
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
枠
を
超
え
た
知
識
や

価
値
が
創
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。」（
二
頁
）

　「基
本
法
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
て
い
る
「
基
本
計
画
」
の

下
で
の
学
問
研
究
が
、
自
然
科
学
研
究
と
技
術
開
発
に
限
定
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
の
関
係
で
人
文
科
学
の
研
究
や
思
想
研

究
に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

次
の
よ
う
な
表
現
は
人
文
科
学
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　ま
ず
、「
基
本
法
」
第
一
条
の
「（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）」
と
い
う
表
現
で
除
か
れ
る
「
人
文
科
学
」
と
は
何
か
。
ま

た
、「
基
本
法
」
で
目
的
と
さ
れ
て
い
る
「
人
類
社
会
の
持
続
的
な
発
展
」

や
、「
基
本
計
画
」
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
従
来

の
枠
を
超
え
た
知
識
や
価
値
が
創
出
さ
れ
る
」
と
い
わ
れ
る
際
の
「
知
識
」

や
「
価
値
」、「
価
値
の
創
出
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
れ
ら
は
い
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ス
に
関
す
る
検
討
会
が
組
織
さ
れ
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
三
月
三

〇
日
に
は
報
告
書
「
我
が
国
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
の
在

り
方
に
つ
い
て
〜
サ
イ
エ
ン
ス
の
新
た
な
飛
躍
の
時
代
の
幕
開
け
〜
」
が

公
表
さ
れ
た
。

　ま
た
、
二
〇
一
六
年
に
は
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
、
学

術
分
科
会
、
学
術
情
報
委
員
会
か
ら
、「
学
術
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
の
推

進
に
つ
い
て
（
審
議
ま
と
め
）」（
平
成
二
八
年
二
月
二
六
日
）
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
れ
ら
府
省
の
議
論
に
加
え
て
日
本
学
術
会
議
で
も
、
同
年

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
取
組
に
関
す
る
検
討
委
員
会
が
「
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
在
り
方
に
関
す
る
提

言
」（
平
成
二
八
年
七
月
六
日
）
を
ま
と
め
て
い
る
。

３
　
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
議
論

　オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
盤
を
な
す
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、
一
九
九
九
年
開
催
の
世
界
科
学
会
議
で
採
択
さ
れ
た
世
界
宣
言

「D
eclaration on Science and the U

se of Scientific Know
ledge

」

に
お
い
て
、
公
的
分
野
に
属
す
る
情
報
や
デ
ー
タ
へ
の
完
全
で
オ
ー
プ
ン

な
ア
ク
セ
ス
が
科
学
研
究
や
教
育
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な

さ
れ）

4
（

、
二
〇
〇
二
年
のBudapest O

pen Access Initiative

を
契
機
に
、

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
は
国
際
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た）

5
（

。

　文
部
科
学
省
の
「
審
議
ま
と
め
」
で
も
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

の
言
及
が
あ
り
、
そ
の
用
語
解
説
で
は
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
が
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

が
可
能
と
な
る
。（
②
）

・ 
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が
進
む
こ
と
で
、
社
会
に
対
す
る
研
究
プ
ロ
セ
ス
の

透
明
化
や
研
究
成
果
の
幅
広
い
活
用
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
こ
う
し
た
協

働
に
市
民
の
参
画
や
国
際
交
流
を
促
す
効
果
も
見
込
ま
れ
る
。（
③
）

　つ
ま
り
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
ま
ず
、
①
「
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

と
研
究
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
」
に
よ
っ
て
、
③
「
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
透

明
化
や
研
究
成
果
の
幅
広
い
活
用
」
が
促
さ
れ
、
②
「
新
た
な
協
働
に
よ

る
知
の
創
出
を
加
速
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
」
と
い
う
構
造
を
も

つ
と
い
え
る
。

２
　
国
際
動
向
と
国
内
動
向

　オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
国
際
的
潮
流
の
発
端
と
し
て
、
二
〇
一
三
年

の
Ｇ
８
科
学
大
臣
及
び
国
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
長
会
合
が
あ
り
、
そ
こ

で
の
共
同
声
明
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
イ
ン
フ

ラ
、
科
学
研
究
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
、
科
学
研
究
成
果
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
拡
大
、
の
四
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る）

1
（

。
ま
た
二
〇
一
五
年
に
は
、
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
か
ら
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
調

査
報
告
書
「M

aking O
pen Science a Reality

」
が
刊
行
さ
れ）

2
（

、
翌
二

〇
一
六
年
に
は
Ｇ
７
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
に
お
い
て
共
同
声
明

「Tsukuba Com
m
uniqué

」
が
ま
と
め
ら
れ
た）

3
（

。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
共
通
の
世
界
的
課
題
に
科
学
的
に
対
処
す
る
方
法

と
し
て
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　そ
し
て
国
内
で
も
、
内
閣
府
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議

（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
に
お
い
て
国
際
的
動
向
を
踏
ま
え
た
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
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て
、
研
究
成
果
の
オ
ー
プ
ン
化
は
、
他
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
成
果
の
妥

当
性
の
検
証
や
確
認
を
可
能
に
し
、
成
果
の
精
査
を
容
易
に
す
る
。
そ
し

て
同
時
に
、
得
ら
れ
た
成
果
を
礎
に
し
て
、
研
究
は
さ
ら
に
次
の
段
階
へ

と
展
開
し
、
こ
う
し
て
研
究
は
効
率
化
さ
れ
加
速
化
さ
れ
得
る
。

　こ
れ
ら
研
究
の
外
的
側
面
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
有
効

性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　と
こ
ろ
で
、
自
然
科
学
の
場
合
に
は
研
究
の
対
象
は
自
然
の
事
象
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
思
想
研
究
の
研
究
対
象
は
「
思
想
」
で
あ
る
。
ま
た
、

自
然
の
事
象
は
研
究
す
る
主
体
か
ら
独
立
に
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、

「
思
想
」
は
あ
る
特
定
の
主
体
に
よ
る
思
考
の
成
果
で
あ
り
、
思
想
の
要

素
を
成
す
概
念
も
ま
た
主
体
の
思
考
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
の
た
め

に
、
研
究
対
象
そ
の
も
の
が
研
究
す
る
主
体
に
よ
る
理
解
や
解
釈
と
か
か

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
で
思
想
研
究
は
既
存
の
研
究
成
果
を
前
提

に
研
究
を
進
め
る
類
の
研
究
と
は
そ
の
手
法
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
古
来
哲
学
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
「
存
在
」
や
「
認
識
」

や
「
価
値
」
の
概
念
が
、
依
然
と
し
て
思
想
研
究
の
対
象
で
あ
り
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、
思
想
研
究
に
お
い
て
は
研
究
の
内
的
側
面
が
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

　オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
思
想
研
究

　自
然
科
学
を
中
心
と
す
る
経
験
科
学
の
領
域
で
は
、
研
究
の
内
的
側
面

を
捨
象
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
研
究
対
象
の
主
体
か
ら
の
独
立

　「論
文
等
の
学
術
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
無
料
で
入
手
で
き
、

だ
れ
で
も
制
約
な
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
を
実
現
す
る
手
段
は
多
様
で
あ
る
が
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
専
門

分
野
別
の
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
へ
研
究
者
自
ら
が
論
文
等
を
掲
載
し
て
い
く

も
の
と
、
購
読
料
に
依
存
し
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
備
え
た
学
術
雑
誌

の
刊
行
主
体
が
行
う
も
の
と
に
大
別
さ
れ
る
。」（「
学
術
情
報
の
オ
ー
プ

ン
化
の
推
進
に
つ
い
て
（
審
議
ま
と
め
）
用
語
解
説
」
一
六
頁
）

　そ
し
て
現
在
、
国
内
の
多
く
の
大
学
で
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ポ
リ
シ
ー

が
策
定
さ
れ
、
ま
た
、
研
究
助
成
機
関
に
お
い
て
も
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
た
め
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

二

　オ
ー
プ
ン
化
と
学
問
の
特
性
と
の
関
係

　こ
の
潮
流
の
中
で
思
想
研
究
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

こ
の
点
を
考
察
す
る
た
め
に
研
究
の
構
造
に
着
目
し
、
そ
の
外
的
側
面
と

内
的
側
面
を
分
け
て
考
察
す
る
。

　研
究
の
構
造
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
研
究
の
主
体
が
居
り
、
そ
の
主

体
が
あ
る
事
柄
を
対
象
と
し
て
研
究
し
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
、
と
い
う

外
的
側
面
と
、
研
究
す
る
主
体
と
そ
の
対
象
と
が
如
何
に
か
か
わ
る
か
、

と
い
う
内
的
側
面
と
が
あ
る
。

　研
究
は
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
示
さ
れ
評
価
さ
れ
る
が
、
と
く
に
自
然
科

学
に
お
い
て
は
、
研
究
す
る
主
体
が
誰
で
あ
っ
て
も
同
じ
結
論
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
科
学
的
妥
当
性
を
根
拠
づ
け
る
と
考
え
ら
れ
、
研
究
成
果
は
研

究
す
る
主
体
の
特
殊
性
に
は
依
存
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
従
っ
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た
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
哲
学
か
ら
、「
限
界
状
況
」
と
い
う
概
念
を
考
え
て
み

よ
う
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
「
限
界
状
況
」
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

　「私
が
常
に
状
況
の
内
に
あ
る
こ
と
、
私
は
争
い
や
悩
み
な
く
し
て
は

生
き
ら
れ
な
い
こ
と
、
私
は
不
可
避
的
に
負
い
目
を
引
き
受
け
る
こ
と
、

私
は
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
私
は
限
界
状
況
と

名
づ
け
る
。
…
（
中
略
）
…
限
界
状
況
は
、
我
々
が
突
き
当
り
挫
折
す
る

壁
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。」(Philosphpie, Bd. II, S.203

）
6
（

）

　あ
る
い
は
、「
限
界
状
況
を
経
験
す
る
こ
と
と
、
実
存
す
る
こ
と
と
は

同
じ
こ
と
で
あ
る
。」（ibid., S.204

）
と
も
い
わ
れ
る
。

　こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
争
い
」、「
悩
み
」、「
負
い
目
」、「
死
」、

そ
し
て
「
実
存
」
は
い
ず
れ
も
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
思
想
を
構
成
す
る
概
念
で

あ
る
と
同
時
に
、
研
究
す
る
主
体
が
こ
れ
ら
の
事
態
や
状
況
を
自
ら
の
も

の
と
し
て
理
解
し
解
釈
す
る
こ
と
が
研
究
の
基
盤
を
成
す
。
そ
れ
故
に
、

同
じ
テ
ー
マ
で
複
数
の
研
究
者
が
研
究
し
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成

果
が
意
味
を
も
ち
得
る
の
で
あ
る
。

　以
上
の
考
察
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
三
つ
の
特
色
を
思
想
研

究
と
の
か
か
わ
り
で
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
い
え
る
。

　ま
ず
、
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
い
う
点
（
①
）
に
つ

い
て
は
思
想
研
究
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
効
果

も
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
研
究
の
効
率
化
と
加
速
化
と
そ
れ
に
伴
う
研

究
の
進
歩
と
い
う
点
（
③
）
で
は
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
意
義
は
経

験
的
学
問
と
は
異
な
る
。
思
想
研
究
で
は
、
研
究
の
効
率
化
や
加
速
化
以

上
に
、
研
究
の
内
的
側
面
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

性
が
研
究
成
果
の
検
証
や
研
究
の
進
展
を
可
能
に
す
る
。
オ
ー
プ
ン
サ
イ

エ
ン
ス
と
の
か
か
わ
り
で
い
え
ば
、
研
究
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と

し
て
オ
ー
プ
ン
に
し
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
は
効
率
化
さ
れ
、

そ
の
成
果
を
通
し
て
科
学
や
技
術
が
進
歩
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
得
る
。
こ
こ
に
と
く
に
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
意
義
が
あ
る
。

　他
方
、
思
想
研
究
に
お
い
て
研
究
の
対
象
と
な
る
思
想
は
、
自
然
科
学

の
対
象
の
よ
う
に
研
究
す
る
主
体
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
研
究
者
は
自
ら
の
思
考
を
介
し
て
、
研
究
対
象
で
あ
る
思
想
や

概
念
を
解
釈
し
分
析
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
思
想
研
究
に

お
い
て
は
、
思
想
を
形
成
し
た
主
体
も
研
究
す
る
主
体
も
そ
れ
ぞ
れ
が
特

殊
な
個
で
あ
り
、
他
の
者
と
は
代
替
不
可
能
な
存
在
と
し
て
、
固
有
の
文

化
と
時
間
の
中
に
あ
っ
て
歴
史
性
を
担
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
研

究
対
象
で
あ
る
思
想
は
特
殊
な
個
が
思
考
し
た
結
果
で
あ
り
、
研
究
す
る

主
体
は
、
自
ら
の
思
考
の
展
開
を
通
し
て
研
究
対
象
で
あ
る
思
想
を
探
究

す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
思
想
研
究
の
特
色
が
あ
る
。

　確
か
に
、
研
究
対
象
で
あ
る
思
想
は
客
観
的
デ
ー
タ
と
し
て
存
在
可
能

で
あ
り
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
デ
ー
タ
の
共
有
を
促
進
さ
せ
、
研
究
成
果

も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
し
て
広
く
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る
と
い
う
点

で
は
自
然
科
学
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
思
想
は
主
体
の
個
別
的
経
験

を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
思
想
を
研
究
す
る
主
体
も
現

実
の
物
的
世
界
で
生
き
思
考
す
る
存
在
で
あ
り
、
主
体
の
在
り
方
は
思
想

研
究
に
大
き
く
か
か
わ
る
。

　具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
講
演
者
が
研
究
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
き
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※

　本
稿
に
お
い
て
左
記
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
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の
最
後
ア
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セ
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は
い
ず
れ
も

二
〇
一
七
年
九
月
一
九
日
。
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新
た
な
知
と
価
値
の
創
造
と
い
う
点
（
②
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を

分
析
し
そ
の
意
義
を
問
う
こ
と
自
体
が
思
想
研
究
や
人
文
科
学
の
研
究
対

象
で
も
あ
る
。

む
す
び

　以
上
、
比
較
思
想
を
思
想
研
究
の
一
つ
と
見
な
し
て
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
と
思
想
研
究
の
か
か
わ
り
を
検
討
し
次
の
点
を
確
認
し
た
。

　研
究
成
果
で
あ
る
論
文
や
研
究
上
の
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
化
し
、
そ
こ

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
る
研
究
の
効
率
化
や
加
速
化

は
、
一
学
問
領
域
で
あ
る
比
較
思
想
に
お
い
て
も
有
意
義
で
あ
る
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
が
「
知
の
創
出
を
加
速
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
」
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
思
想
研
究
は
、「
知
」
や
「
価

値
」
の
概
念
を
研
究
対
象
と
し
て
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
在
り
方
や
意

義
を
問
う
、
と
い
う
役
割
を
担
い
得
る
。
思
想
研
究
で
は
、
多
様
な
主
体

が
思
考
し
、
多
様
な
思
想
を
比
較
し
分
析
し
解
釈
し
、
そ
の
成
果
と
し
て

新
た
な
思
想
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
研
究
の
対
象
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。

　そ
し
て
こ
こ
に
自
然
科
学
研
究
と
は
本
質
的
に
異
な
る
思
想
研
究
の
一

つ
の
特
色
と
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　当
日
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
質
問
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。


